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第 4回高森町景観計画策定委員会 会議録 

 

日 時：平成 28 年 9月 6日（火） 

午後 1時 15 分～3時 20 分 

場 所：高森町役場 大会議室ほか 

出席者：委員 11 人 

事務局 5 人 

 

1. 開 会 

《事務局》 

皆さまこんにちは。お忙しい中お集まりいただきありがとうございます。ただ今より第 4 回

高森町景観計画策定委員会を始めさせていただきます。 

2. あいさつ 

《委員長》 

皆さま、本日はごくろうさまです。本日は第 4 回高森町景観計画策定委員会となります。な

お、本日は、現地視察を行うということで、最初にこちらで協議を行い、その後、上段道路等、

現地を見て回りたいと思います。よろしくお願いします。 

 

3. 協議事項 

《事務局》 

前回までの委員会で現地を見たことが無いという方もいらっしゃいましたので、本日は冒頭

こちらで協議し、その後、現地の視察を行いたいと思います。 

それでは、協議事項に移らさせていただきたいと思います。 

 

（1）景観計画の策定方針について 

(事務局より資料説明) 

 ・景観計画策定の目的について、再確認。 

 ・景観計画策定に至った経過は、熊谷元尋町長が 3 期目の公約として「景観条例の制定に

取り組む」と掲げ再選されたことにより、町民の皆さんに景観計画策定が受け入れられ

たと考える。 

 ・昨年度の「土地利用計画」の策定の過程で、高森町の景観の保全と景観まちづくりの必

要性が指摘されたことにより、景観行政団体移行に向けて、景観計画策定に取り掛かる

ことにした。 

 ・景観計画の目的は、資料にあるとおり。 

 ・景観計画策定のメリットとして、国・県等の補助金など直接的な経済支援はないが、町

独自で景観計画に基づく整備などが進められることは予想される。 

 ・ゾーニング草案について、資料により説明。それぞれ、土地利用計画のゾーニングを基

に景観ゾーニングを設定。この景観ゾーニングから重点地区を定め、今後、県の計画を

基にしながら、高森町独自の基準を設定する。 
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《委員長》 

資料の 6 ページ右下の図で、おもてなしと暮らし型の沿道を示すオレンジ色の線が途中で分

断されているのはなぜでしょうか。 
 

《事務局》 

6 ページの右下の図では、広域農道のおもてなしと暮らし型の沿道のオレンジ色のラインは

確かに途切れていますが、実際は全線がおもてなしと暮らし型の沿道に指定されています。 

 

《事務局》 

それでは、現地視察に移りたいと思います。役場前に集合でお願いします。 

 

（2）現地視察 

・視察地 

１．高森南小の南西側のソーラーパネル 

２．月夜平展望台 

３．城山公園 

４．天竜川対岸(豊丘村側)からの眺望点 

(社会福祉法人「林の社」敷地内) 

 

添付資料参照 

 

 ≪事務局≫ 

   現地を視察していただき、景観ゾーニングと重点地域について確認していただきました。 

   この、景観ゾーニング案を 9 月 19 日からのまちづくり懇談会で町民の皆さんにお示しし、

ご意見をいただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

 ≪委員一同≫ 

   異議なし 

 

 ≪事務局≫ 

   まちづくり懇談会で出された意見は、この委員会にお伝えしますので、その意見も反映さ

せながら計画を検討していくことになります。 

 

4. その他 

事務局より無し 

 

5. 閉会 

現地視察後、役場前にて解散 

 

 



 

添付資料 現地視察ルート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．高森南小の南西側の

ソーラーパネル 

２．月夜平大橋・ 
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３．城山公園 

４．天竜川対岸(豊丘村側)からの眺望点 

(社会福祉法人「林の社」敷地内) 
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